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隈
元　

新

伊
佐
市
長

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成

30
年
の
穏
や
か
な
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
伊
佐
市
女
性
消
防
団
が
、
結
成
３
年

目
に
し
て
「
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
」
に
出
場

す
る
と
い
う
喜
ば
し
い
活
躍
が
あ
り
、
女
性
の
防

災
活
動
参
画
で
、
更
に
地
域
防
災
力
が
高
ま
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
伊
佐
市
に
お
い
て
は
大
き
な

災
害
も
な
く
、
安
心
安
全
な
市
民
生
活
を
支
え
る

こ
と
が
で
き
、
穏
や
か
な
一
年
で
あ
っ
た
こ
と
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

表
題
の
「
万
能
一
心
」
は
、
明
治
維
新
の
立
役

者
、
西
郷
隆
盛
や
大
久
保
利
通
ら
薩
摩
の
偉
人
も

学
ん
だ
「
島
津
日
新
公
い
ろ
は
歌
」
か
ら
引
用
し

ま
し
た
。
私
も
微
力
な
が
ら
こ
れ
に
倣な

ら

い
、
伊
佐

市
発
展
の
一
点
に
集
中
し
、
心
一
つ
に
尽
く
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

伊
佐
市
が
誕
生
し
て
、
今
年
で
10
周
年
を
迎
え

ま
す
。
合
併
す
る
ま
で
に
は
多
少
の
紆
余
曲
折
は

あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
に
よ
り
一
体

感
が
醸
成
さ
れ
、
明
治
期
か
ら
馴
染
ん
で
い
た
広

域
的
地
域
名
「
伊
佐
」
の
名
を
冠
し
た
市
名
に
恥

じ
な
い
、
存
在
感
の
あ
る
市
と
し
て
誇
り
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　

合
併
し
て
か
ら
２
年
程
の
間
で
矢
継
早
に
行
っ

た
数
々
の
事
業
が
、
市
民
の
一
体
感
の
醸
成
を
加

速
し
ま
し
た
。
県
民
体
育
大
会
伊
佐
大
会
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
ど
自
慢
、榎
木
孝
明
さ
ん
の
映
画
「
半
次
郎
」

の
ロ
ケ
等
々
が
主
な
も
の
で
し
た
。
そ
の
後
の
２

回
の
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
を
経
て
、
市
政
へ

の
理
解
が
更
に
深
ま
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や

さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、
名

万
能
一
心

実
共
に
伊
佐
市
民
の
、
伊
佐
市
民
に
よ
る
、
伊
佐

市
民
の
た
め
の
〝
伊
佐
市
〟
へ
と
成
長
し
て
き
ま

し
た
。

　

今
年
は
、
伊
佐
市
市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業

と
し
て
、
式
典
を
は
じ
め
記
念
誌
の
発
刊
、
ロ
ゴ

マ
ー
ク
や
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
募
集
、
お
ぎ
ゃ

ー
献
金
合
奏
団
コ
ン
サ
ー
ト
、
そ
の
他
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
よ
る
企
画
イ
ベ
ン
ト
な
ど
多
数
計
画
し

て
い
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

伊
佐
市
を
離
れ
て
県
内
外
に
お
ら
れ
る
皆
さ
ま

も
、
こ
の
機
会
に
ご
帰
郷
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に

存
じ
ま
す
。
私
の
経
験
で
は
、
遠
く
ふ
る
さ
と
を

離
れ
た
生
活
の
中
で
、
ふ
る
さ
と
を
思
う
時
に
一

番
素
直
に
な
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
ふ
る
さ

と
に
在
っ
て
は
見
え
な
か
っ
た
も
の
が
見
え
る
瞬

間
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
10
年
を
ひ
と
区
切
り
と

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
は
も
ち
ろ
ん
、
ふ
る
さ
と

会
や
伊
佐
市
を
愛
す
る
す
べ
て
の
人
々
と
手
を
繋

ぎ
、
平
成
30
年
が
伊
佐
市
の
輝
け
る
未
来
へ
の
ス

タ
ー
ト
と
な
る
よ
う
に
、
ま
た
皆
さ
ま
の
ご
多
幸

と
ご
健
勝
を
願
い
な
が
ら
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

戌

New Years greetings 2018
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伊
佐
市
議
会
議
長

左
近
充　

諭

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
上

天
皇
の
ご
即
位
か
ら
30
年
の
節
目
の
年
を
こ
の
よ

う
に
穏
や
か
に
迎
え
ら
れ
ま
す
こ
と
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
大
変
喜
ば
し
い
こ
と

と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
市
議

会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
謹
ん
で
新
春
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
で
議
長
に
就
任
し
て
２
年
目
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
低
金
利
そ
し
て
デ
フ
レ
基
調
を
未
だ
払

拭
で
き
ず
に
、
う
ご
め
く
社
会
情
勢
で
あ
り
な
が

ら
も
、
め
ま
ぐ
る
し
く
事
が
通
り
過
ぎ
、
さ
ま
ざ

動
と
静

ま
な
想
い
を
実
感
す
る
間
も
な
く
過
ぎ
去
っ
て
し

ま
っ
た
１
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
振
り
返
り
ま
す

と
、
元
に
戻
し
た
い
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、

時
が
許
し
て
く
れ
る
は
ず
も
な
く
忸じ

く
じ怩

た
る
思
い

の
中
、
い
つ
か
は
ど
こ
か
で
挽
回
の
機
会
を
虎
視

眈
々
と
窺

う
か
が

っ
て
い
る
日
々
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
伊
佐
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
待

ち
望
ん
で
い
た
国
道
２
６
７
号
木
ノ
氏
バ
イ
パ
ス

の
開
通
、
私
た
ち
の
小
学
校
も
い
ず
れ
は
と
連
想

さ
せ
た
羽
月
北
小
学
校
の
閉
校
式
、
市
か
ら
県
に

そ
し
て
つ
い
に
全
国
に
飛
び
出
し
て
い
っ
た
女
性

消
防
団
の
大
活
躍
、
観
光
と
特
産
品
に
希
望
の
光

を
導
く
Ｄ
Ｍ
Ｏ
「
㈱
や
さ
し
い
ま
ち
」
の
本
格
稼

働
、
伊
佐
市
が
生
ん
だ
偉
大
な
歴
史
作
家
・
海
音

寺
潮
五
郎
没
後
40
年
記
念
事
業
な
ど
が
特
に
強
く

印
象
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
と
い
う
と
海

音
寺
先
生
が
最
も
好
き
だ
っ
た
「
西
郷
隆
盛
」
を

描
い
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」
の
放

映
が
始
ま
り
、
今
か
ら
大
変
楽
し
み
に
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
４
月
に
は
立
派
な
新
衛
生
セ
ン
タ

ー
が
本
格
的
に
稼
働
し
、
秋
に
は
伊
佐
市
市
制
施

行
10
周
年
記
念
行
事
等
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
議
会
と
し
て
も
執
行
部
と
歩
調
を
合
わ
せ
る

べ
き
と
こ
ろ
は
協
力
し
、
監
視
す
る
と
こ
ろ
は
厳

し
く
目
を
配
し
て
参
り
ま
す
。

　

私
た
ち
議
員
は
本
年
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
映

像
配
信
を
も
っ
て
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
議
会
が

傍
聴
で
き
る
よ
う
に
と
、「
動
」
に
よ
っ
て
皆
さ

ま
か
ら
の
看
視
を
い
た
だ
き
、
一
方
で
は
議
会
広

報
紙
の
議
会
だ
よ
り
を
も
っ
て
、
議
会
で
は
今
何

が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
、「
静
」
に
よ
っ
て
議
会

の
実
際
を
詳
し
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
と
、

主
に
こ
の
２
つ
の
ツ
ー
ル
を
使
い
市
民
の
皆
さ
ま

に
お
知
ら
せ
し
て
参
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
議

員
一
人
ひ
と
り
が
自
主
的
に
研
修
を
積
み
重
ね
、

自
己
の
研け

ん
さ
ん鑽

に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
議
会
と
し
ま
し
て
は
新
た
な
特
別
支

援
学
校
の
誘
致
に
向
け
、
要
望
活
動
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、
２
０
２
４
年
の
森
林
環
境
税
導
入

（
２
０
１
９
年
度
か
ら
先
行
配
分
）
に
伴
い
、
有

利
な
配
分
と
な
る
よ
う
要
望
活
動
を
実
施
し
て
、

荒
廃
し
つ
つ
あ
る
山
林
の
復
活
と
保
護
に
努
め
て

参
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
議
員
定
数
の
適
正
化
の
検

討
を
進
め
て
市
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え
る
べ

く
、
議
会
改
革
に
も
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
幸
多

き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
ま
し
て
、
年
頭
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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　誕生月の初旬に日本年金機構から書類が届き
ます（１日生まれの人は前月初旬）。20 歳の誕
生日前日以降 14 日以内に市役所の国民年金窓
口で手続きを行ってください。
　学生納付特例申請を行う場合は、学生証の写
しまたは在学証明書が必要です。代理人が手続
きを行う場合は、本人の印鑑（認印）が必要です。

手続き方法

　所得が少ないため、国民年金の保険料を納めることが困難な
人には、納付が免除または猶予される制度があります。

保険料を納めるのが困難なときは

　承認された期間は、障害年金請求時の納付要件や老齢基礎年金を受け取るための期間に算入され
ますが、②③の制度については、将来受け取る老齢基礎年金へは反映されません。①については一
部分の反映があります。
　また、収入を得られるようになり保険料の納付が可能となれば「追納制度」を利用して、将来受
け取る年金を増額することができます。

①「免除（全額・一部）制度」
②「学生納付特例制度」（学生のみ）
③「納付猶予制度」（50 歳未満）

納付方法

※保険料を安く納める方法として、早めに
　納める「前納制度」もあります。

口座振替 金融機関・郵便局・
コンビニ等の窓口

クレジットカード
納付

電子納付
（ペイジー）

65 歳以降、老後の生
活を支えます。

老齢基礎年金
加入者が亡くなったと
き、子のある配偶者や
子を支えます。

遺族基礎年金
病気や事故で障がいが
残ったときに支えます。

障害基礎年金

今も将来も老後も。
国民年金は一生のリスクの備えです。３  つのメリット

　国民年金は、老後の生活やいざというときの生活を現役世代みんな
で支え合うための制度です。国内に居住する 20 歳から 60 歳までの人

は国民年金に加入し、国民年金の保険料を納めることになります。
※厚生年金保険加入者、及びその配偶者に扶養されている人は除きます。

問い合わせ先
市民課市民係・地域総務課市民窓口係　☎㉓１３１１
加治木年金事務所　　　☎０９９５・６２・３５１１

　今の
“まさか” に

　将来の
“まさか” に

　老後の
“安心” に

～ 20 歳になったら国民年金～新成人の皆さんへ
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結核検診を受診していない皆さまへ

　平成 29 年度結核検診（レントゲン間接撮影）
を行います。前回（10 月 10 日～ 31 日）受診
していない人は受診してください。受診券に記
載された日時に受診できない場合は、下の日程
表で都合のよい日時に受診してください。なお、
受診券が無い人も無料で受診できます。

問い合わせ先　市民課健康推進係　☎㉓１３１１

日付 場　　　所 時　　　間 場　　　所 時　　　間

１
月
９
日
（
火
）

  伊佐市役所（大口庁舎）中庭    9:00 ～       9:10   猶原地区集会施設 11:30 ～ 11:40
  産野集会施設    9:30 ～       9:40   湯之尾校区集会施設 13:00 ～ 13:10
  小路集会施設 10:00 ～ 10:10   築地集会施設 13:30 ～ 13:40
  徳辺上集落センター 10:30 ～ 10:40   共進地区教育集会所 14:00 ～ 14:10
  ひまわり館 11:00 ～ 11:10   まごし館駐車場 14:30 ～ 14:40

１
月
10
日
（
水
）

  ドラッグストアモリ大口店    9:00 ～       9:10   山野基幹集落センター 11:30 ～ 11:40
  旧大田グラウンドゴルフ場    9:30 ～       9:40   石井公民館 13:00 ～ 13:10
  上林商店倉庫（旧農協郡山出張所） 10:00 ～ 10:10   旧伊佐農協平出水支所 13:35 ～ 13:45
  小木原中公民館 10:30 ～ 10:40   鳥巣上公民館 14:10 ～ 14:20
  小木原上中公民館 11:00 ～ 11:10   大口元気こころ館駐車場 14:40 ～ 15:00

１
月
11
日
（
木
）

  元町第一駐車場    9:00 ～       9:10   針持青少年センター 11:40 ～ 11:50
  大島南公民館前広場（みゆき公園）    9:30 ～       9:40   西太良地区コミュニティセンター 13:10 ～ 13:20
  金波田公民館 10:00 ～ 10:10   下ノ木場（旧帖佐商店横） 13:40 ～ 13:50
  北さつま農協駅前支所 10:30 ～ 10:40   羽月西青少年センター 14:10 ～ 14:20
  下殿公民館 11:00 ～ 11:10   湯ノ谷公民館 14:40 ～ 14:50

１
月
12
日
（
金
）

  下手下集会施設    9:00 ～       9:10   旧伊佐農協川南出張所 11:40 ～ 11:50
  荒田下バス停留所前    9:30 ～       9:40   本城地区集会施設 13:10 ～ 13:20
  青木元地区教育集会所 10:00 ～ 10:10   前目公民館 13:40 ～ 13:50
  岩坪営農研修センター 10:30 ～ 10:40   下名集会施設 14:10 ～ 14:20
  楠原集会施設 11:00 ～ 11:10   まごし館駐車場 14:40 ～ 14:50

１
月
15
日
（
月
）

  牛尾公民館    9:00 ～       9:10   上市山集会施設 11:30 ～ 11:40
  木ノ氏公民館    9:30 ～       9:40   田中ふるさと館 13:00 ～ 13:10
  篠原公民館 10:00 ～ 10:10   花北営農研修センター 13:30 ～ 13:40
  下目丸公民館 10:30 ～ 10:40   旧中央公民館跡（西冨士横） 14:00 ～ 14:10
  北さつま農協東支所 11:00 ～ 11:10   大口元気こころ館駐車場 14:30 ～ 14:40

選挙管理委員会からのお知らせ

郵便等による不在者投票ができます
　身体障害者手帳（1 ～３級）または戦傷病者手帳もしくは介護保険の被保険者証
の要介護状態区分が「要介護５」の人で、投票所での投票ができない人は、郵便等
による不在者投票ができます（代理記載の制度もあります）。
　事前に申請する必要があるので、選挙管理委員会へお問い合わせください。
問い合わせ先　伊佐市選挙管理委員会　☎㉓１３３９

　レントゲン車による巡回検診です。
時間を守ってお越しください。
対 象 者　昭和 28 年４月１日まで

に生まれた 65 歳以上の人
※平成 29 年４月以降に受診済みの人や病院などで受
    診予定の人、肺がん検診を受診した人は対象外です。
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行政からのお知らせ

市固定資産評価審査
委員会委員選任

　現在、建て替えを行っている市営住宅について、
次のとおり入居者を募集します。

間取り 募集戸数 家賃（駐車料金含む） 入居人数

　平屋建て２ＤＫ
　（６畳和室、６畳洋室、５. ８畳ＤＫ） ５戸 　17,700 円～

　　　26,000 円 　１人～２人

　２階建て３ＤＫ
　（６畳和室、６畳洋室、６畳洋室、
　  ９. ９畳ＤＫ）

５戸 　26,200 円～
　　　38,600 円

　３人以上（今後子育
　て予定の夫婦含む）

○同居しようとする親族がいること
　（60 歳以上の人などは単身で入居できます）
○所定の方法で算出した世帯の所得月額
　が 15 万 8,000 円以下であること
○住宅に困っていること（持家がない人）
○市税等を滞納していないこと
○申込者や同居しようとする親族が暴力
　団員でないこと
○生計が同一でない連帯保証人が２人い
　ること

申込資格　次の要件をすべて満たす人

所在地 伊佐市大口里 1651 番地

入居日　４月１日（日）

　平成 29 年 12 月１日に開かれた市議会定例
会で議会の同意を受け、次の方々が固定資産評
価審査委員に選任されました。
○竹下静雄氏（西本町・再任）
○倉野泰二氏（町舟津田上・再任）
○桐原茂太氏（西本町・再任）

市教育委員任命

小水流団地の入居者募集

　 平 成 29 年 12
月１日に開かれた
市議会定例会で議
会の同意を受け、
久保田悦子氏（下
名・再任）が教育
委員に任命されま
した。

  家　　賃
  住宅規模及び世帯の収入により異なります。

  申込書の配布
  １月９日（火）から建設課で配布します。
  ※詳細は市ホームページ掲載の募集要項をご
　  覧いただくか、お問い合わせください。

  申込方法
  申込書に必要事項を記入し、２月 23 日（金）
  までに建設課（菱刈庁舎）へ直接持参して
  ください。※土日・祝日を除く

  入居者の決定
  申込書審査のうえ、多数の場合は抽選します。

申込・問い合わせ先　建設課住宅・下水道係　☎㉖１３７６
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平成 29年度

（追加募集）
伊佐市職員採用試験

試
験
区
分
及
び
採
用
予
定
人
員

一
般
行
政
Ⅰ
〈
一
般
事
務
〉
若
干
名

※
一
般
事
務
ま
た
は
技
術
に
従
事

一
般
行
政
Ⅱ
〈
土
木
〉　
　
若
干
名

一
般
行
政
Ⅱ
〈
保
健
師
〉　

若
干
名

※
専
門
的
な
技
術
ま
た
は
一
般
事
務

　

に
従
事

受
験
資
格

　

次
の
試
験
区
分
ご
と
の
要
件
を
満

た
す
人

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
、
地
方

　

公
務
員
法
第
16
条
（
欠
格
条
項
）

　

に
該
当
す
る
人
は
受
験
で
き
ま
せ

　

ん
。

一
般
行
政
Ⅰ
〈
一
般
事
務
〉

　

昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
力
を
有
す

る
人
（
３
月
卒
業
見
込
み
の
人
を

含
む
）

一
般
行
政
Ⅱ
〈
土
木
〉

　

昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

12
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学

力
を
有
す
る
人
（
３
月
卒
業
見
込

み
の
人
を
含
む
）

一
般
行
政
Ⅱ
〈
保
健
師
〉

　

昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
保
健
師
の
資
格
を

有
す
る
人
（
春
の
資
格
取
得
見
込

み
の
人
を
含
む
）

試
験
日
時

一
般
行
政
Ⅰ
〈
一
般
事
務
〉

　

１
月
28
日
（
日
）
８
時
30
分
～

一
般
行
政
Ⅱ
〈
土
木
・
保
健
師
〉

　

１
月
28
日
（
日
）
13
時
～

試
験
会
場

　

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　
　

　

３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

第
１
次
試
験

一
般
行
政
Ⅰ
〈
一
般
事
務
〉

　

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
教
養
試

験
及
び
発
想
能
力
テ
ス
ト

一
般
行
政
Ⅱ
〈
土
木
〉

　

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
専
門
試

験
及
び
発
想
能
力
テ
ス
ト

一
般
行
政
Ⅱ
〈
保
健
師
〉

　

保
健
師
に
関
す
る
専
門
試
験
及

び
発
想
能
力
テ
ス
ト

第
２
次
試
験　

面
接
試
験

※
１
次
試
験
合
格
者
の
み

採
　
　
用

　

最
終
合
格
者
は
、
採
用
候
補
者

名
簿
に
登
載
し
、
平
成
30
年
４
月

以
降
、
必
要
に
応
じ
て
採
用
さ
れ

ま
す
。

受
験
手
続

　

総
務
課
に
備
え
付
け
の
受
験
申

込
書
兼
履
歴
書
（
上
半
身
写
真
貼

付
）
に
記
入
の
う
え
、
受
付
期
間

内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
は
82
円
切
手
を
貼

　

っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限　

１
月
12
日
（
金
）

※
土
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
（
12

　

月
29
日（
金
）～
１
月
３
日（
水
））

　

は
除
く

受
付
時
間

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
職
員
係
（
大
口
庁
舎
）

☎
�
１
３
１
１

募集期間　１月 5 日（金）～ 31 日（水）
入学試験　２月３日（土）受付８時 30 分～ 50 分
合格発表　２月７日（水）
試験科目等　国語（高校卒業程度）・一般常識（簡単
　　　　　な計算問題含む）・作文・面接
提出書類
○入学願書（本校所定）、写真を添付
○高校卒業（卒業見込み）証明書・高校成績証明書
○受験料 10,000 円　　○返信用封筒

平成 30 年度  伊佐市医師会立准看護学校学生募集
（二次募集）

願書請求
　返信用封筒（長形３号）に住所・氏名を記
入し 82 円切手を貼って請求してください。
請求・問い合わせ先
〒 895－2521　伊佐市大口鳥巣４５０
伊佐市医師会立准看護学校　☎㉒８８０２
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　「第 10 回伊佐市ふれあい駅伝競走大会」が 12 月 3 日に開
催されました。菱刈農村公園から市陸上競技場までの 13 区間
24.2km を各校区コミュニティ協議会選抜の 195 人が競いました。
　結果は次のとおりです。

ふれあい駅伝競走大会　15 チームが力走

各チーム成績 ⑧本城   　  　   1 時間 27 分 14 秒
①田中Ａ　　 １時間 17 分 04 秒 ⑨曽木   　  　   1 時間 27 分 31 秒
②大口東　 　１時間 17 分 21 秒 ⑩平出水　　 1 時間 28 分 29 秒
③大口中央 　　 １時間 20 分 37 秒 ⑪忠元   　  　   1 時間 29 分 29 秒
④湯之尾Ａ　１時間 22 分 57 秒 ⑫田中Ｂ　 　1 時間 30 分 21 秒
⑤山野   　  　   １時間 23 分 31 秒 ⑬湯之尾Ｂ　1 時間 33 分 08 秒
⑥菱刈   　  　   １時間 24 分 23 秒 ⑭牛尾   　  　    1 時間 34 分 54 秒
⑦羽月   　  　   １時間 25 分 09 秒 ⑮針持   　  　    1 時間 36 分 20 秒

区間賞（敬称略）
  １区   中島陸斗（大口東）
  ２区   山元創太（田中Ａ）
  ３区   大西孟史（大口中央）
  ４区   竹之内竜矢（大口東）
  ５区   中園優吾（湯之尾Ａ）
  ６区   瀬戸口明浩（田中Ａ）
  ７区   中條幸大（大口東）
  ８区   山脇美海（田中Ｂ）
  ９区   山脇秀和（大口東）

10 区   中村虹心（羽月）
11 区   山田奏心（忠元）
12 区   舞薗烈翔（忠元）
13 区   原水幸一（大口東）

クラス優勝
　Ａクラス 　田中Ａ
　Ｂクラス 　湯之尾Ａ
　Ｃクラス 　本城

躍進賞
牛尾　４分 55 秒短縮

　伊佐が生んだ偉大な歴史作家・海音寺潮五郎。その
海音寺が生涯にわたって描き続けた西郷隆盛の作品群
のうち、２作が新装版として甦りました。
　盟友・大久保利通との交友と決別を描いた『西郷と
大久保』、そして、勝海舟との応酬を中心に江戸無血
開城の舞台裏を描いた『江戸開城』です（ともに新潮
文庫）。装画は、同じく伊佐市出身で『スラムダンク』
などを描いた漫画家・井上雄彦氏による描き下ろし。
　2018 年は明治 150 年、NHK 大河ドラマも「西郷
どん」ということで、この機会にぜひ海音寺文学をご
堪能ください。

海音寺潮五郎作品、井上雄彦氏の装画で甦る

新

新

新
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　毎年 11 月 23 日に行われる「湯之尾神舞」
は、五穀豊穣、無病息災を祈願して室町時代
末期頃から始められたといわれており、県の
無形民俗文化財に指定されています。
　今年は３年に一度の大祭の年で、伝承され
ている 26 番すべての舞を、午後４時から深
夜１時半頃までかけて、総勢約 70 人が奉納
しました。
　白い息を吐き数十分も舞い続ける舞人に、
観客からは拍手や声援が送られました。

３年に一度の大祭
湯之尾神舞奉納

　11 月 30 日、「農業経営継承事業 合意書調
印式」が行われました。
　農業経営継承事業とは、後継者のいない農
家の資産（農地、機械、施設等）や技術等を
第三者である就農希望者へ継承することを、
地域の関係機関が支援する仕組みです。
　今回、約 6.8 ヘクタールの水稲を経営して
いる林博昭さん（築地：写真中央左）から水
稲経営するため東京から移住された荒井大輔
さん（築地：写真中央右）へ経営を継承する
ための合意書が取り交わされました。
　継承者である荒井さんは、「今まの経験を
活かし、めざすべきその先を見据えて、進ん
でいきたいと思います」と抱負を述べられま
した。

引き継がれる技術と思い

　秋の恒例イベント「曽木の滝公園もみじ祭
り」が 11 月 26 日に開催されました。あい
にくの雨にもかかわらず、市内外から多くの
行楽客が訪れ、ステージショーや紅葉狩りを
楽しんでいました。
　今年も灯篭アートやステージイベント、リ
ーフレット作成などが大口高校生によって企
画され、祭りを大いに盛り上げました。
　24 日・25 日に行われたライトアップでは、
美しく色づいた紅葉と曽木の滝の幻想的な風
景が見物客を魅了しました。

曽木の滝公園もみじ祭り

　12 月 6 日、大口・大口里保育園の園児 70
人が、轟公園付近の川から約 20kg のフナの
放流を行いました。
　これは川内川上流漁業協同組合が実施して
いるもので、普段はなかなかできない魚との
ふれあいに園児たちも大喜び、「大きくなっ
てねー」と泳いでいくフナに声をかけていま
した。

大きくな～れ、フナ放流
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　約 30 人で活動し、菱刈屋台村等を企画・
運営するなど地域活性化に貢献された功績
が認められ、九州地区商工会青年部連絡協
議会から表彰されました。
　伊佐市商工会青年部

おめでとうございます

水野昭信さん（忠元）

旭日双光章（地方自治功労）

小山文男さん（宮人）

瑞宝単光章（防衛功労）
秋の叙勲危険業務従事者叙勲

　児童の安全の確保や、安心して暮らせる地
域づくりに貢献された功績が認められ、受賞
されました。
　山野地区防犯パトロール隊

下野美保子さん（土瀬戸）

　教育振興発展のために貢献された功績が認
められ、県教育委員会から表彰されました。
　香川由美子さん（大口東小学校教諭）

　長年にわたる保護司としての活動と功績が認められ、表彰されました。
中島一夫さん（朝日町）

学校安全ボランティア活動奨励賞 県優秀教職員表彰

全国保護司連盟知事長表彰法務大臣表彰

まち（地域）づくり部門
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　12 月 1 日、片男波部屋の玉鷲関が本城小
学校と本城幼稚園を訪れました。
　本城出身の溝口輝夫さんが母校の子どもた
ちを喜ばせてあげたいとの思いで、かねてか
ら親交のあった玉鷲関を招待し、今回の訪問
が実現しました。
　初めて見る大きな力士に子どもたちは大興
奮。玉鷲関が片腕で児童を持ち上げたり、分
厚い漫画雑誌を簡単に破って見せると、割れ
んばかりの歓声に包まれました。
　子どもたちは「大きくてびっくりした」「会
えてうれしい」と大喜びでした。

強くて大きいお相撲さん

　一段と空が澄みわたり、冷え込んだ 11 月
19 日の夜、南永小学校で毎年恒例の星空コ
ンサートと観測会が開かれました。
　今回は大口明光学園合唱部・演劇部・吹奏
楽部と田中小学校５・６年生を招き、合唱や
朗読劇、和太鼓演奏等が披露されました。
　南永小学校の児童も「ミッキーマウスマー
チ」などの合奏を披露。最後は吹奏楽部の演
奏で観客も一緒に「ビリーブ」を合唱し、心
温まるコンサートとなりました。
　その後、満点の星空のもと、左近充円氏に
よる星空観測会が行われ、大勢の親子が参加
しました。小学校の天体ドームで「ペルセウ
ス座二重星団」を観測した皆さんは、星団の
美しい輝きにとても感動した様子でした。

星空コンサート＆観測会

　11 月 30 日、大口小学校 5・6 年生が英語
の公開授業を受けました。体育館に設置され
た特設教室では、６年生の児童たちが「修学
旅行で楽しんだこと」についての英会話に挑
戦しました。
　県内外から集まった多くの見学者に囲まれ
緊張した様子でしたが、笑顔やアイコンタク
ト、ジェスチャーなどを意識し、ゲームを交
えながら英会話を楽しんでいました。

英語で楽しく会話しよう

　12 月 10 日、伊佐市文化会館で郷土芸能
の祭典が行われました。
　今年大祭を迎えた「湯之尾神舞」に始まり、
各地域に根付く伝統芸能が披露されました。
発表者の中には、小・中学生の姿も見え、郷
土の伝統が後継者に受け継がれていることを
実感しました。

伊佐の伝統、舞台で披露
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１
１
０
番
だ
よ
り

問
い
合
わ
せ
先　

伊
佐
警
察
署　

☎
�
０
１
１
０

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先　

長
寿
介
護
課
地
域
包
括
支
援
係　

☎
�
２
３
７
７

　

認
知
症
は
誰

に
も
起
こ
り
う

る
脳
の
病
気
で

す
。
認
知
症
は

他
人
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

認
知
症
の
人

が
記
憶
障
害
や

認
知
障
害
か
ら
不
安
に
陥
り
、
ま
わ
り

の
人
と
の
関
係
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
も

し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
家
族
が
疲
れ
き
っ

て
共
倒
れ
し
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
周
囲
の
理
解

と
気
遣
い
が
あ
れ
ば
穏
や
か
に
暮
ら
し

て
い
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
誰
も
が
認

知
症
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
も
ち
、

認
知
症
の
人
や
家
族
を
支
え
る
手
立
て

を
知
っ
て
い
れ
ば「
尊
厳
あ
る
暮
ら
し
」

を
み
ん
な
で
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
今
回
、
認
知
症
の
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
で
認
知
症
に
つ

い
て
学
び
、
住
み
慣
れ
た
場
所
で
そ
の

人
ら
し
く
生
活
す
る
た
め
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
か
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

あ
な
た
ら
し
く
生
き
る
「
人
生
の
年
輪
」

認
知
症
に
つ
い
て
学
ぼ
う

高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

1
月
の
対
象
活
動

○
健
康
相
談
、
元
気
ア
ッ
プ
ポ
イ

　

ン
ト
忠
元

か
。
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　
時　

２
月
３
日
（
土
）
14
時
～

　
　
　
　

受
付
13
時
30
分
～

場
　
所　

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　

３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

講
　
師　

工
藤
英
二
氏
（
医
療
法
人
慈

　
　
　
　

和
会
大
口
病
院
院
長
）　

対
　
象　

認
知
症
に
つ
い
て
関
心
の
あ

　
　
　
　

る
人

参
加
料　

無
料

★
高
齢
者
元
気
度
ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト

　

事
業
の
対
象
で
す
。

★「
認
知
症
支
援
の
会
オ
レ
ン
ジ
の
わ
」

　

の
活
動
報
告
も
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

大
口
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
�
２
３
７
７

菱
刈
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
㉖
１
３
０
７

　

１
１
０
番
は
皆
さ
ん
の
身
近
で
事

件
・
事
故
が
発
生
し
た
場
合
等
の
緊
急

ダ
イ
ヤ
ル
で
す
。

　

通
報
の
際
は
落
ち
着
い
て
、「
迅
速
」・

「
正
確
」
な
通
報
を
心
が
け
、
担
当
警

察
官
の
質
問
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。

※
事
件
・
事
故
以
外
の
相
談
等
は
、
伊

　

佐
警
察
署
（
☎
�
０
１
１
０
）
の
相

　

談
窓
口
ま
た
は
警
察
本
部
の
相
談
電

　

話
「
＃
９
１
１
０
」
を
ご
利
用
く
だ

　

さ
い
。

正
し
い
１
１
０
番
の
利
用
方
法

◉
１
１
０
番
す
べ
き
な
の
は
ど
ん
な
時

　

犯
罪
の
被
害
を
受
け
た
り
、
交
通
事

　

故
に
あ
っ
た
時
や
こ
れ
ら
の
事
件
・

　

事
故
を
見
た
時
で
す
。

◉
通
報
前
に
確
認
し
て
お
く
べ
き
ポ
イ

　
ン
ト
は

　

周
囲
の
目
標
と
な
る
建
物
、
表
札
の

　

住
所
・
名
前
、電
柱
の
番
号
な
ど
で
す
。

◉
通
話
は
ど
う
受
け
答
え
す
れ
ば
い
い

　

警
察
官
か
ら
質
問
し
ま
す
の
で
、
聞

　

か
れ
た
こ
と
を
落
ち
着
い
て
答
え
て

「
０
」
…
れ
い
静
に

「
１
」
…
い
そ
が
ず
慌
て
ず

「
１
」
…
い
ち
早
く

　
い
ち
早
く
　
い
そ
が
ず
慌
て
ず
　
れ
い
静
に

標語

　

く
だ
さ
い
。

１
１
０
番
の
受
理
件
数

　

約
４
万
２
千
件（
平
成
29
年
上
半
期
）

１
日
の
平
均

　

２
３
０
件
（
平
成
29
年
上
半
期
）

通
報
内
容

・
交
通
事
故
に
関
す
る
こ
と　

４
割

・
い
た
ず
ら
や
間
違
い
電
話　

３
割

・
地
理
案
内
等
の
各
種
照
会　

２
割

・
喧
嘩
や
酔
っ
払
い
、
病
人
、

　

迷
子
、
迷
い
老
人
な
ど　
　

１
割

※
い
た
ず
ら
電
話
に
よ
っ
て
事
件
・
事

　
故
の
緊
急
電
話
が
繋
が
ら
ず
、
本
当

　
に
必
要
な
人
が
助
か
ら
な
く
な
っ
て

　
し
ま
い
ま
す
。
い
た
ず
ら
電
話
は
絶

　
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

１
月
10
日
は
「
１
１
０
番
の
日
」
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問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
健
康
推
進
係　

☎
�
１
３
１
１

　
　
献
血
の
種
類
は
？

　

献
血
に
は
、
全
血
献
血
（
４

０
０
ml
献
血
、２
０
０
ml
献
血
）、

成
分
献
血
が
あ
り
ま
す
。

　

市
内
で
行
わ
れ
て
い
る
献
血

バ
ス
で
は
、
主
に
４
０
０
ml
献

血
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　
献
血
が
で
き
る
年
齢
は
？

　

２
０
０
ml
献
血
は
、
男
女
と

も
16
歳
か
ら
で
き
ま
す
。
４
０

０
ml
献
血
は
、
男
性
は
17
歳
、

女
性
は
18
歳
か
ら
で
き
ま
す
。

ま
た
、
成
分
献
血
は
男
女
と
も

18
歳
か
ら
で
き
ま
す
（
体
重
制

限
等
あ
り
）。

　
　
献
血
に
か
か
る
時
間
は
？

　

４
０
０
ml
献
血
の
場
合
、
受

付
か
ら
採
血
後
の
休
憩
ま
で
約

40
分
。
実
際
に
針
を
刺
し
て
い

る
時
間
は
平
均
で
10
～
15
分
で

す
（
成
分
献
血
は
40
～
90
分
程

度
）。

「
は
た
ち
の
献
血
」
と
は
？

　

献
血
者
が
減
少
し
が
ち
な
冬

期
に
お
い
て
、
安
全
な
血
液
製

剤
を
安
定
的
に
確
保
す
る
た
め
、

新
た
に
成
人
を
迎
え
る
「
は
た

ち
」
の
若
者
を
中
心
と
し
て
広

く
国
民
各
層
に
献
血
に
関
す
る

理
解
と
協
力
を
呼
び
か
け
る
も

の
で
す
。
成
分
献
血
、
４
０
０

ml
献
血
の
継
続
的
な
推
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
献
血
っ
て
イ
マ
イ
チ
よ
く

わ
か
ら
な
い
か
ら
不
安
…
」
そ

ん
な
人
の
た
め
に
献
血
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
10
代
か
ら
20
代
の
献
血
者
数
は
？

　

10
代
の
献
血
者
数
は
、
鹿
児
島
県
全
体
で
２
９
８
０
人
、
伊

佐
市
で
は
８
人
、
20
代
の
献
血
者
数
は
、
県
全
体
で
９
５
２
４

人
、
市
で
は
63
人
で
す
。

　
　
い
つ
も
献
血
を
お
願
い
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
？

　

血
液
に
は
有
効
期
間
が
あ
る
か
ら
で
す
。
血
液
製
剤
の
有
効

期
間
は
、
赤
血
球
製
剤
で
21
日
間
、
血
小
板
製
剤
で
は
４
日
間

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
献
血
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
短
期
間
に
何

度
も
献
血
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
常
に
誰
か
の
献
血
、

善
意
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
献
血
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
輸
血
用
血
液
製
剤
は
、

病
院
で
治
療
に
励
む
方
々
の
力
と
な
り
ま
す
。
ひ
と
り
で
も
多

く
の
人
を
救
う
た
め
、
引
き
続
き
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

はたちの献血

♥LOVE in Action
献血は
愛のアクション

年　　齢　男性 17 歳～ 69 歳
　　　　　女性 18 歳～ 69 歳
体　　重　男性・女性とも
　　　　　50kg 以上
血　　圧　最高血圧
　　　　　90mmHg 以上
そ の 他　医師が異常なしと
　　　　　認めた人
献血間隔　男性 12 週間以上
　　　　　女性 16 週間以上
年間献血回数（総献血量）
・男性 3 回以内（1,200ml）
・女性２回以内（800ml）

400ml 献血の基準

１２３

４５

　　～20歳の君がつなげる命～
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南三陸だより
Vol. 69

　

　

震
災
当
時
、
自
衛
隊
に

勤
務
し
て
い
た
と
い
う
吉

田
昇
さ
ん
に
お
話
を
聞
き

ま
し
た
。

　

霞か
す
み
の
め目

駐
屯
地（
仙
台
市
）

で
ヘ
リ
整
備
部
隊
に
所
属

し
て
い
た
吉
田
さ
ん
は
、

震
災
の
知
ら
せ
を
受
け
、
石
巻

総
合
運
動
公
園
に
派
遣
さ
れ
ま

し
た
。
被
災
者
の
誘
導
、
支
援

物
資
の
ヘ
リ
輸
送
が
主
な
任
務

で
し
た
。「
泥
だ
ら
け
の
被
災

者
が
次
々
と
救
助
ヘ
リ
で
運
ば

れ
て
き
て
、
中
に
は
衰
弱
し
て

い
る
人
も
多
く
、
す
ぐ
に
救
急

車
に
乗
せ
て
病
院
に
運
び
ま
し

た
」
と
、
当
時
の
緊
迫
し
た
状

況
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
吉

田
さ
ん
自
身
も
、
母
親
の
安
否

が
わ
か
ら
ず
、
不
安
を
抱
え
た

状
態
で
の
任
務
で
し
た
。
自
分

の
家
族
よ
り
、
自
衛
官
と
し
て

の
責
務
を
全
う
し
た
吉
田
さ
ん

の
心
労
は
、
大
変
な
も
の
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
震
災
発
生
か

ら
１
週
間
後
、
母
親
の
無
事
を

確
認
で
き
た
こ
と
で
、
よ
り
任

務
に
没
頭
で
き
た
と
い
い
ま
す
。

　

状
況
が
少
し
落
ち
着
い
た
頃
、

ふ
る
さ
と
の
惨
状
を
見
て
、「
大

変
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
町
の

人
と
苦
労
を
と
も
に
し
て
、
復

興
を
め
ざ
し
て
頑
張
ろ
う
」
と

帰
郷
を
決
意
。
お
世
話
に
な
っ

た
自
衛
隊
の
上
司
・
同
僚
の
応

援
が
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
そ

う
で
す
。
責
任
感
が
強
く
、
周

り
か
ら
の
信
頼
も
厚
い
吉
田
さ

ん
ら
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　

震
災
に
よ
っ
て
、
そ
の
名
を

全
国
に
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
南
三
陸
町
。
こ
の
認
知

度
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
ま
た

来
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
い
と
の

こ
と
。
復
興
か
ら
発
展
へ
。
南

三
陸
の
奮
闘
は
２
０
１
８
年
も

続
き
ま
す
。　
（
若
宮
健
太
郎
）

ＫＯＢＡ 式体幹バランストレーニング

　今回から家庭でできる KOBA

式体幹バランストレーニングを

ご紹介していきます。「体幹」「体

軸」という身体の中心部分の筋

肉や神経、つまりインナーマッ

スルを鍛えていくことで、「バ

ランス感覚」も強化するトレー

ニング方法です。

自衛官時代の吉田さん

①息を吸って吐きながらお腹に力を入れる
②手を軽く上げ膝をおへその高さを狙い引
　き上げる

①両手を肩にあてる
②息を吸って吐きながらお腹に力をいれる
③上体を前に倒し片足を後ろに軽く上げる

初心者：　   ５ 秒　×   ２ セット

中級者：　10 秒　×   ２ セット

初心者：　   ５ 秒　×   ２ セット

中級者：　10 秒　×   ２ セット

★１その

左右の足を交互
に替えましょう

※無理せず自分のペース
　で行ってください

基本姿勢 バランス
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎㉒０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎㉖３０００

【今月の新刊本】

※市ホームページの新刊案内で上記以外の本も紹介しています。
　  は休館日
　  はイベント
開館時間　火 ～ 土：９時～ 18 時
　　　　　日・祝日：９時～ 17 時
※蔵書点検のため菱刈図書館は
　1 月 29 日～ 2 月 2 日は休館です。

【おすすめの一冊】（新刊全点案内より引用）

児  童

　都からきた有名な絵
師とまいごの雪ん子と
いっしょに、まほろ姫
と茶々丸はふすま絵の
中の世界へ…。タヌキ
に育てられたお姫さま
が活躍する楽しいファ
ンタジー。
　所蔵館：両館

　平和な田舎に事件なんて
起きない…と思っていたの
に、赴任初日に強盗犯がや
ってきた !? 寺秘蔵の仏像
を盗む窃盗犯、子どもたち
の遊び場に蛇が大量発生…。
駐在さん×元医師の妻が
ワケありな謎を解き明かす。
　所蔵館：両館

駐在日記　小路幸也

（出版：偕成社）

一  般

（出版：中央公論新社）

まほろ姫とにじ色の水晶玉　なかがわちひろ

【　児　童　】 所蔵館
しずかにあみものさせとくれー！ ベラ・ブロスゴル 両館
ゆめはまんが家！ 小林深雪 両館
絵物語古事記 富安陽子 両館

【　一　般　】 所蔵館
セブンズ！ 五十嵐貴久 両館
白磁海岸 高樹のぶ子 両館
はじめてでもきれいに刺せる刺しゅうの基礎 安田由美子 菱刈

【イベント情報】
ブックスタート
日　時　１月 16 日（火）4 か月健診時
場　所　まごし館
内　容　赤ちゃんと保護者へ絵本等プレゼント
ふれあいメルヘンひろば
日　時　１月 27 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本や紙
　　　　芝居の読み聞かせ

○

【１月の図書館カレンダー】
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

図書館
キャラクター

さ
く
ら

いさと

伊
佐
図

ブックスタートの様子

【図書館へ献本】
坂本親宣さん　（水俣市）
迫田大麓さん　（伊佐市）

絵本を通じて子育てを

応援する活動です

○
○
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伊佐市からのお知らせ

広告

日
　
　
時　

２
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　
　

13
時
～
14
時
30
分

場
　
　
所　

つ
な
ぎ
文
化
セ
ン
タ
ー

　

津
奈
木
町
岩
城
１
５
８
８
︱
２

演
　
　
題　

母
に
歌
う
子
守
唄
～
介
護
す
る

　
　
　
　
　

こ
と
、
さ
れ
る
こ
と
～

定
　
　
員　

４
０
０
人

在
宅
医
療
・
介
護
に
つ
い
て

作
家
落
合
恵
子
さ
ん
の
講
演
会

伊佐市消防出初式
◎パレード　12 時出発（雨天中止）
　コース　大口元気こころ館～伊佐市陸上競技場
◎式　　典　13 時～
　場　所　伊佐市陸上競技場
　　　　　※雨天時は伊佐市文化会館
　内　容　操法、規律訓練、伊佐市消防団梯子隊
　　　　　演技、湯之尾保育園幼年消防クラブ集
　　　　　団演技、一斉放水（式典終了後）
　　　　　※表彰は伊佐市文化会館で行います。

問い合わせ先　総務課交通消防防災係　☎㉓１３１１

　

自
治
会
用
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
燃
え
な

い
ご
み
（
赤
袋
）、
資
源
ご
み
（
緑
・
黄
袋
、

雑
誌
類
）
の
収
集
日
が
１
回
目
の
月
・
火
・

水
曜
日
（
1
～
3
日
）
に
該
当
す
る
地
区
は
、

収
集
日
が
翌
週
（
8
～
10
日
）
に
変
更
に
な

り
ま
す
。

１
月
の
ご
み
収
集
日
変
更

お
知
ら
せ

　

詳
し
く
は
3
月
に
配
付
し
た
「
平
成
29
年

度
ご
み
収
集
日
程
表
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
政
策
課
環
境
保
全
係　

☎
�
１
０
６
０

子
ど
も
安
心
医
療
費
助
成
制
度

　

小
学
１
年
生
か
ら
18
歳
（
18
歳
到
達
後
の

最
初
の
3
月
31
日
ま
で
）
の
子
ど
も
の
治
療

の
た
め
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
自
己
負
担
分

を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

　

子
ど
も
を
監
護
し
て
い
る
世
帯
の
合
計
所

得
が
３
５
０
万
円
以
下
の
世
帯

①
１
回
の
入
院
が
１
泊
２
日
以
上
の
場
合　

　

⇨　

退
院
し
た
月
の
翌
月
か
ら
６
か
月
以

　
　
　

内
に
申
請

②
１
年
間
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
総
額
が

　

８
万
円
を
超
え
た
場
合　

⇨

　

平
成
29
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
分
を
平

　

成
30
年
１
月
か
ら
３
月
末
ま
で
に
申
請

③
１
か
月
の
医
療
費
が
３
、
０
０
０
円
を
超

　

え
た
場
合
（
非
課
税
世
帯
に
限
る
）　

⇨

　

平
成
29
年
８
月
か
ら
12
月
ま
で
の
分
を
平

　

成
30
年
１
月
か
ら
３
月
末
ま
で
に
申
請

※
②
③
は
、
①
で
助
成
を
受
け
た
分
は
除
く
。

申
請
に
必
要
な
書
類

○
医
療
機
関
発
行
の
領
収
書

○
子
ど
も
の
健
康
保
険
証

○
申
請
者
の
振
込
口
座
が
分
か
る
も
の

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係　

☎
�
１
３
１
１

入
場
料　

無
料
（
聴
講
券
が
必
要
）

申
込
方
法

　

①
代
表
者
氏
名
・
性
別
・
年
齢
②
施
設
・

団
体
名
③
郵
便
番
号
・
住
所
④
電
話
番
号
⑤

同
伴
者
の
人
数
を
明
記
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
か

メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

１
月
31
日
（
水
）

※
代
表
者
へ
人
数
分
の
聴
講
券
を
送
付
し
ま

　

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

水
俣
芦
北
圏
域
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
６
・
８
４
・
９
９
９
６

０
９
６
６
・
８
４
・
９
９
９
７

m
azikyo@

able.ocn.ne.jp

１７日
2018
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平
成
29
年
9
月
19
日
付
け
で
提
起
さ
れ
た

住
民
監
査
請
求
に
つ
い
て
の
監
査
結
果
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。

掲
載
場
所　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

　
「
行
政
」
⇨
「
監
査
」
⇨
「
監
査
等
の
結
果
」

⇨
「
住
民
監
査
請
求
等
」
に
掲
載

問
い
合
わ
せ
先

監
査
委
員
事
務
局　
　
　
　

☎
�
１
３
１
１

住
民
監
査
請
求
の
監
査
結
果
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
掲
載
に
つ
い
て

女性サロン室
あなたが自分らしく生きるた
めに、一緒に考えます。
開催日　１月 10・24 日（水）
時　間　13 時 30 分～ 16 時
場　所　大口仲町旧安楽ヨシ
　　　　子様宅
連絡先

☎０９０・３０１６・３６６０

　

農
業
経
営
者
の
安
全
網
と
し
て
、

農
業
者
ご
と
の
収
入
減
少
を
補
償

す
る
農
業
経
営
収
入
保

険
制
度
を
平
成
31
年

産
か
ら
導
入
し
ま
す
。

具
体
的
な
仕
組
み

①
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者（
個
人
・

　

法
人
）
が
対
象
で
す
。

　

※
５
年
以
上
の
青
色
申
告
実
績
が
あ
る
人

　
　

が
基
本
で
す
が
、
特
例
と
し
て
制
度
加

　
　

入
時
に
１
年
分
あ
れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。

　
　

そ
の
場
合
は
補
償
限
度
額
は
申
告
実
績

　
　

が
５
年
に
な
る
ま
で
徐
々
に
引
き
上
げ

　
　

ら
れ
ま
す
。

②
当
年
の
収
入
が
基
準
収
入
の
９
割
を
下
回

　

っ
た
場
合
に
、そ
の
額
の
９
割
（
支
払
率
）

　

を
補
塡
し
ま
す
（
補
償
限
度
額
及
び
支
払

　

率
は
選
択
で
き
ま
す
）。

③
農
業
者
は
、
保
険
料
・
積
立
金
（
任
意
加

　

入
）
を
支
払
っ
て
加
入
し
ま
す
。

④
自
然
災
害
だ
け
で
な
く
価
格
低
下
な
ど
も

　

含
め
た
収
入
減
少
を
支
援
し
ま
す
。

⑤
基
本
的
に
品
目
の
限
定
は
あ
り
ま
せ
ん（
農

　

業
者
が
自
ら
生
産
し
て
い
る
農
産
物
の
販

　

売
収
入
全
体
が
対
象
）。

⑥
保
険
料
・
積
立
金
に
国
の
助
成
が
あ
り
ま

か
ご
し
ま
中
部
農
業
共
済
組
合
か
ら

の
お
知
ら
せ

　

す
（
保
険
料
は
50
％
、
積
立
金
は
75
％
の

　

国
庫
補
助
を
行
い
ま
す
）。

加
入
申
請
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
10
月
か
ら
加
入
申
請
が
で
き
ま

す
（
既
に
青
色
申
告
を
し
て
い
る
人
の
み
）。

保
険
料
・
積
立
金
の
金
額

　

試
算
例
：
基
準
収
入
１
、
０
０
０
万
円
の

農
業
者
が
補
償
限
度
９
割
、
支
払
率
９
割
を

選
択
し
た
場
合
。

　

保
険
料
は
７
万
２
千
円
・
積
立
金
は
22
万

５
千
円
で
、
合
計
29
万
７
千
円
を
負
担
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
場
合
で
最
大
８
１
０

万
円
を
補
塡
し
ま
す
（
現
在
で
の
保
険
料
率

試
算
２
・
０
％
で
す
）。

問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
中
部
収
入
保
険
準
備
室

☎
０
９
９
５
・
５
９
・
３
２
１
１

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
中
部
伊
佐
支
所

☎
㉖
３
１
３
１

中
学
入
試
Ａ
日
程　

１
月
５
日
（
金
）

中
学
入
試
Ｂ
日
程　

１
月
20
日
（
土
）

高
校
入
試　
　
　
　

１
月
27
日
（
土
）

※
出
願
期
間
、
試
験
会
場
な
ど
詳
し
く
は
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

大
口
明
光
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

☎
�
０
６
０
９

w
w

w
.okuchim

eiko.ac.jp

大
口
明
光
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

入
試
の
お
知
ら
せ

日
　
　
時　

１
月
14
日
（
日
）
14
時
～
15
時

会
　
　
場　

伊
佐
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

出
　
　
演　

マ
リ
ン
バ
デ
ュ
オ　

パ
レ
ッ
ト

内
　
　
容　

マ
リ
ン
バ
、
フ
ル
ー
ト
ほ
か

※
入
場
無
料
。
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
入
場
で
き
ま

い
さ
の
お
ん
が
く
た
い

ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト

１
月
の
伊
佐
自
然
体
験
活
動

　
「
く
ん
せ
い
づ
く
り
」を
体
験
し
て
み
よ
う
。

日
　
　
時　

1
月
14
日
（
日
）
10
時
～
13
時

　
　
　
　
　

受
付
９
時
30
分
～
50
分

場
　
　
所　

十
曽
こ
ど
も
の
森　

わ
ら
の
家

対
象
者　

未
就
学
児
～
中
学
生
と
そ
の
保

　
　
　
　
　

護
者

定
　
　
員　

先
着
40
人

参
加
費　

無
料　
　

準
備
す
る
物　

タ
オ
ル
、
三
角
巾
、
飲
み
物

申
込
方
法　

9
時
以
降
に
電
話
で
申
し
込
み

　
　
　
　
　

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

1
月
10
日
（
水
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク　

☎
０
８
０
・
２
７
８
２
・
１
１
３
９

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係　

☎
�
１
３
１
１

　

す
。

出
演
団
体
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

今
年
も
す
て
き
な
音
楽
を
お
届
け
す
る
べ

く
や
っ
て
来
ま
す
。

　
「
マ
リ
ン
バ
っ
て
何
？
」
と
思
っ
て
い
る

そ
こ
の
あ
な
た
、
ぜ
ひ
音
色
を
聴
い
て
み
て

く
だ
さ
い
。
季
節
に
合
わ
せ
た
曲
や
話
題
の

曲
な
ど
、
色
々
と
集
め
て
み
ま
し
た
。
お
楽

し
み
に
！

主
な
演
奏
曲

　

に
じ
い
ろ
、
若
い
広
場
、
上
を
向
い
て
歩

こ
う
、
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
マ
ー
チ
ほ
か

※
曲
目
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
文
化
係　

☎
㉖
１
５
７
８
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伊佐市からのお知らせ

募　
　

集

　

市
で
は
、「
豊
か
な
自
然
環
境
と
生
活
環

境
保
全
」、「
暮
ら
し
や
す
い
住
環
境
づ
く
り
」

を
環
境
行
政
の
施
策
と
し
て
、
環
境
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
解
決
し
、
住
み
よ
い

環
境
を
次
世
代
に
残
し
た
い
と
の
願
い
を
込

め
て
、「
伊
佐
市
環
境
基
本
計
画
」
を
策
定

中
で
す
。
こ
の
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

閲
覧
期
間

　

１
月
10
日
（
水
）
～
２
月
８
日
（
木
）

※
閉
庁
・
閉
館
日
を
除
く

閲
覧
場
所

○
市
民
課
（
大
口
庁
舎
）

○
地
域
総
務
課
（
菱
刈
庁
舎
）

○
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

○
大
口
元
気
こ
こ
ろ
館

○
ま
ご
し
館

○
菱
刈
ふ
る
さ
と
い
き
が
い
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
環
境
保
全
係　

☎
�
１
０
６
０

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
い
ま
す

日
　
　
時　

２
月
３
日
（
土
）

　
　
　
　
　

14
時
～
16
時
30
分

場
　
　
所　

鹿
児
島
市
民
文
化
ホ
ー
ル

演
　
　
題

　
「
難
聴
者
が
置
き
去
り
に
さ
れ
な
い
社
会

を
め
ざ
し
て　

人
の
心
が
聞
こ
え
る
社
会

に
」

難
聴
者
協
会
に
よ
る
福
祉
講
演
会

講
演
者　

斉
藤
り
え
氏
（
筆
談
ホ
ス
テ
ス

　
　
　
　
　

著
者
・
東
京
都
北
区
議
会
議
員
）

定
　
　
員　

３
０
０
人

入
場
料　

無
料
（
要
予
約
）

申
込
方
法

　

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、
年
齢
、
聴
覚
障

が
い
の
有
無
を
明
記
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
か

メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
中
途
失
聴
者
難
聴
者
協
会

０
９
９
・
４
７
７
・
１
５
６
１

kagoshim
a.nantyou@

gm
ail.com

広告

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
募
集

◆
学
校
給
食
運
転
業
務
臨
時
職
員
募
集

業
務
内
容

　

給
食
配
送
・
回
収
業
務
、
調
理
業
務
、
食

器
・
食
缶
の
洗
浄
業
務
、
給
食
セ
ン
タ
ー
所

長
の
指
示
す
る
業
務

募
集
人
員　

1
人　

応
募
資
格

○
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

○
2
月
１
日
現
在
で
満
60
歳
以
下
の
人

○
中
型
免
許
（
８
ｔ
限
定
）
ま
た
は
準
中
型

　

免
許
を
取
得
し
て
い
る
人

○
健
康
で
協
調
性
の
あ
る
人

○
学
校
給
食
に
興
味
が
あ
る
人

勤
務
時
間　

８
時
～
16
時
45
分

勤
務
日
数　

月
20
日
程
度

※
８
月
は
５
日
程
度

雇
用
開
始
日　

２
月
１
日
～

※
３
か
月
更
新

賃
　
　
金　

日
額
８
、
０
０
０
円

そ
の
他　

社
会
保
険
・
厚
生
年
金
・
雇
用

　
　
　
　
　

保
険
・
労
災
保
険
あ
り

応
募
手
続

　

自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
で
上
半
身

写
真
貼
付
）
を
１
月
18
日
（
木
）
17
時
15
分

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
は
18
日
必
着
。

面
接
日　

詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

◆
学
校
給
食
物
資
納
入
希
望
業
者
募
集

指
定
納
入
品
目

　

野
菜
・
果
実
類
、
醤
油
・

味
噌
類
、
麺
類
、
魚
介
・

か
ま
ぼ
こ
類
、
食
肉
類
、

豆
腐
類
、
乾
物
類
、
こ
ん

に
ゃ
く
類
、
冷
凍
食
品
等

指
定
期
間　

平
成
30
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　

平
成
31
年
３
月
31
日

指
定
願
書
提
出
期
限　

１
月
26
日
（
金
）

※
指
定
願
書
は
給
食
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

指
定
条
件

①
保
健
所
の
営
業
許
可
が
あ
る

②
1
回
に
２
、
１
０
０
人
分
程
度
（
品
目
に

　

よ
り
異
な
る
）
の
納
品
が
で
き
る

③
納
品
時
刻
が
確
実
に
守
ら
れ
る

④
生
鮮
食
品
の
取
扱
業
者
は
、
月
1
回
以
上

　

の
検
便
を
受
け
る
こ
と

　

そ
の
他
、
品
質
等
の
基
準
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
５
︱
２
７
０
３

伊
佐
市
菱
刈
花
北
１
０
８
４

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　
　
　

☎
㉔
１
２
２
３

日
　
　
時　

１
月
26
日
（
金
）

　
　
　
　
　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
　
　
所　

ま
ご
し
館

内
　
　
容　

お
手
玉
、歌
、軽
い
体
操（
踊
り
）

参
加
料　

無
料

参
加
資
格　

概
ね
60
歳
以
上
の
人

申
込
期
限　

１
月
24
日
（
水
）

介
護
予
防
教
室
参
加
者
募
集
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　伊佐市出身の故・指宿大城先生（大正 9
～平成 17）が執筆された『磯異人館』と
いう作品の歌舞伎が、博多座（福岡市）で
上演されます。
　指宿先生は、長年、小学校教諭として勤
務され、山野小学校教頭（昭和 49）、羽月
小学校校長（昭和 53 ～ 55）などを歴任。
　その一方で、文筆活動に熱心に取り組ま
れ、今回上演される『磯異人館』は毎日新
聞社主催「明治 100 年記念演劇脚本」応

募の入選作として、審査員の司馬遼太郎氏・三島由紀夫氏など
から高い評価を受けました。
　物語は、幕末の薩摩藩が舞台。薩摩切子を製作するガラス職
人の若者が、激動の時代・運命に翻弄され、悲劇に向かってい
く姿を描いています。今回の上演では歌舞伎界を代表する役者
の一人、尾上松也氏が五代友厚（才助）役で出演するほか、明
治維新 150 年の年に上演される「維新物」の歌舞伎作品として、
注目を集めています。

問　博多座電話予約センター
☎０９２・２６３・５５５５

※昼の部（11 時開演～ 15 時）

【観劇料】　Ａ席   15,000 円　特Ｂ席  12,000 円
　　　　　Ｂ席    9,000 円　Ｃ席　    5,000 円

・磯異人館：1 時間 20 分

・お染の七役：２時間 10 分

『磯異人館』

期間

会場 博多座
２月２日（金）～ 25 日（日）

作　指宿大城
（明治 100 年記念演劇脚本）

（福岡市博多区下川端 2-1）

※詳しくは博多座ホームページをご覧ください。

（出演：中村橋之助、尾上松也、片岡亀蔵、市川門之助ほか）

（出演：中村七之助、中村勘九郎、尾上松也、中村扇雀ほか）

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
、イ
ン
タ
ー

放
送
大
学
４
月
生
募
集

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

働
き
な
が
ら
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を

楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅

広
い
世
代
の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
、
４
月
の
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
い
資
料
を
無
料
で
送
付
し
ま
す
の

で
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

出
願
期
限　

３
月
20
日
（
火
）

問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー　

☎
０
９
９
・
２
３
９
・
３
８
１
１

伊
佐
市
土
木
・
公
園
作
業
員
募
集

勤
務
内
容

　

市
道
・
公
園
等
の
除
草
作
業
、
支
障
木
の

伐
採
及
び
側
溝
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫

作
業

勤
務
日
数　

月
15
日
程
度

※
作
業
内
容
に
よ
っ
て
変
更
あ
り

勤
務
時
間　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
�
１
１
６
６

賃
　
　
金　

日
額
７
、
５
０
０
円

※
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
・
労
災
保
険
、
通

　

勤
手
当
あ
り

雇
用
条
件　

勤
務
は
65
歳
に
な
っ
た

　
　
　
　
　

年
度
末
ま
で

募
集
人
員　

若
干
名

雇
用
開
始
日　

４
月
１
日
～

申
込
方
法

　

建
設
課
（
菱
刈
庁
舎
）・
市
民
課
（
大
口

庁
舎
）
に
あ
る
「
伊
佐
市
土
木
・
公
園
作
業

員
採
用
願
」
及
び
自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の

も
の
で
上
半
身
写
真
貼
付
）
を
記
入
の
う
え

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

２
月
２
日
（
金
）

面
接
日　

詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
道
路
維
持
・
施
設
管
理
係

※
提
出
は
市
民
課
（
大
口
庁
舎
）
で
も
可

　

☎
�
１
３
１
１

指い
ぶ
す
き宿
大だ

い
じ
ょ
う城
先
生
（
伊
佐
市
出
身
）　
作

歌
舞
伎
『
磯
異
人
館
』
博
多
座
で
上
演
！

指い
ぶ
す
き宿
大だ

い
じ
ょ
う城
先
生
（
伊
佐
市
出
身
）　
作

歌
舞
伎
『
磯
異
人
館
』
博
多
座
で
上
演
！
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伊佐市からのお知らせ

１日

２日

３日

６日

問い合わせ先
企画政策課共生協働推進係　☎㉓１３１１

     6：00
　崎山東自治会（自治会館前の広場）
　崎山自治会（田中様宅裏の広場）

17：00
 　川西自治会（自治会館近く水田）
　西方自治会（長瀬精米所前）

18：00

 　平出水中央自治会（消防団詰所前）
　田原自治会（黒木浩二様宅前）
　小谷自治会（線路跡道路横）
　宮人自治会（宮人橋横の河川敷）

     6：00 　小川内自治会（小川内運動公園）

18：00
 　田代自治会（丸目葊美様宅前）
　八代自治会（寺師様宅横の空き地）
　堂崎自治会（堂崎研修館前の水田）

17：00 　山田集落（ひまわり館前広場）

17：00
　下之馬場自治会（下之馬場自治会館敷地内）
　井立田自治会（栗原様宅前の水田）

18：00

 　石井自治会（中村橋付近）
　尾之上自治会（広瀬橋近く水田）
　小木原東自治会（諏訪神社近く水田）
　高塚自治会（有木冨士美様宅道路横）

17：00  　山之神自治会（自治会館前の水田）

17：30
 　駅前自治会（大一会いろり近く畑）
　湯之尾校区コミュニティ協議会
　（つるや旅館裏の河川敷）

18：00

 　下青木地区
　主催：再生会「大口東校区有志の会」
　木ノ氏地区（木ノ氏自治会館近く水田）
　本城荒田 （森山橋近く水田）
　主催：本城小おやじの会
　鳥巣上自治会（鳥巣上農道下の水田）
　金波田自治会（金波田集会広場前の水田）
　徳辺上自治会（前原健太様宅前）

月

土

７日 日

火

水

平成 29 年 12 月 13 日現在
※情報提供のあった自治会を掲載しています。

鬼火焚き情報

１年の無病息災
を祈願しま

しょう！

姶
良
高
等
技
術
専
門
校　

一
般
入
校

生
募
集

募
集
科
名
・
人
員
（
訓
練
期
間
）

○
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科　

20
人
（
２
年
）

○
情
報
処
理
科　
　
　
　

20
人
（
２
年
）

応
募
資
格

　

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
、
３
月
に
卒
業

見
込
み
の
人
ま
た
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の

学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
人

出
願
書
類

　

入
校
願
書
（
写
真
貼
付
）、
学
校
調
査
書

ま
た
は
卒
業
証
明
書
、
願
書
貼
付
以
外
に
写

真
１
枚
（
縦
４
cm
×
横
３
cm
）

選
考
場
所　

姶
良
高
等
技
術
専
門
校
、
県
民

　
　
　
　
　

交
流
セ
ン
タ
ー

願
書
受
付
期
限　

２
月
９
日
（
金
）

※
９
日
消
印
有
効

選
考
日　

２
月
18
日
（
日
）

合
格
発
表　

２
月
23
日
（
金
）

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
９
5
・
６
５
・
２
２
４
７

介
護
保
険
要
介
護
等
認
定
調
査
員
の

募
集

応
募
資
格

○
昭
和
37
年
４
月
２
日

　

以
降
生
ま
れ
で
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に

　

定
め
る
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
人

○
介
護
支
援
専
門
員
、
保
健
師
、
看
護
師
、

　

介
護
福
祉
士
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す

　

る
人

○
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
取
得
者

募
集
人
員　

若
干
名

業
務
内
容

○
要
介
護
等
認
定
に
係
る
一
次
判
定
の
た
め

　

の
面
接
調
査

○
要
介
護
等
認
定
を
受
け
た
人
へ
の
相
談
、

　

助
言

○
そ
の
他
所
属
長
が
必
要
と
認
め
る
職
務

採
　
　
用
　
３
月
１
日
か
ら
（
予
定
）

勤
務
時
間　

９
時
～
17
時

※
業
務
内
容
に
よ
っ
て
変
更
あ
り

勤
務
日
数　

月
18
日
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

休
　
　
暇　

別
に
定
め
る

報
　
　
酬
　
月
額
２
１
７
、
０
０
０
円

社
会
保
障　

健
康
保
険
・
厚
生
年
金
・
雇
用

　
　
　
　
　

保
険
に
加
入

待
　
　
遇　

伊
佐
市
非
常
勤
職
員

選
考
方
法　

面
接

※
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

応
募
手
続

　

自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
で
上
半
身

写
真
貼
付
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

１
月
５
日
（
金
）
～
31
日
（
水
）

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
５
︱
２
５
１
１

伊
佐
市
大
口
里
１
８
８
８
番
地

長
寿
介
護
課
介
護
保
険
係　

☎
�
１
３
１
１

１月
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広告

（
11
月
２
日
～
11
月
28
日
受
付
分
）

伊
東　

彩
あ
や
か

（
広
人
・
久
美
子
／
元
町
実
業
）

内
山　

奨し
ょ
う
た太

（
茂
彦
／
本
町
）

大
山　

力り
く久

（
友
和
／
田
中
上
）

大
山　

竜り
ゅ
う
と叶

（
裕
史
・
詩
瑠
久
／
井
手
原
）

小
田　

祐ゆ
う
な菜

（
勝
也
・
千
裕
／
崎
山
）

上
水
流　

ら
ら
（
飛
鳥
・
亜
衣
／
永
尾
）

楠
八
重　

心こ
こ
ろ咲

（
達
哉
／
宮
人
）

清
水　

優こ
こ
な菜

（
優
樹
・
愛
／
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
菱
刈
）

嶽
本　

禾わ
か華

（
圭
・
小
百
合
／
上
新
町
）

二
反
田　

好こ
の
か花

（
哲
弥
・
理
奈
／
松
ノ
口
）

平
出
水　

ひ
よ
り（

学
・
祥
子
／
平
出
水
中
央
）

福
田　

乙お
と
ね寧

（
光
一
郎
・
路
子
／
上
新
町
）

松
田　

純じ
ゅ
ん
た汰

（
巧
・
真
美
子
／
本
城
町
）

丸
目　

美み
ひ
ろ尋

（
美
彦
・
佳
代
／
諏
訪
馬
場
）

※
子
氏
名
（
父
の
名
・
母
の
名
／
自
治
会
名
）

　

父
ま
た
は
母
の
み
の
掲
載
も
可
能
で
す
。

（
11
月
１
日
～
11
月
30
日
受
付
分
）

大
口
地
区

有
村　

イ
キ　
　
　

97
（
白
ヶ
谷
）

池
田　

ミ
エ　
　
　

93
（
中
戸
切
）

池
畑　

悟
史　
　
　

44
（
西
本
町
）

田
﨑　

正
一　
　
　

89
（
国
ノ
十
）

谷
口　

文
則　
　
　

84
（
仲
町
）

寺
師　

ツ
ル
ミ　
　

86
（
西
本
町
）

中
村　

イ
サ
子　
　

97
（
永
野
原
）

前
之
園　

徹　
　
　

79
（
高
校
西
）

前
原　

ミ
ツ　
　
　

95
（
西
本
町
）

松
下　

定
光　
　
　

83
（
大
道
）

山
畑　

利
雪　
　
　

91
（
郡
山
）

和
田　

滿
則　
　
　

104
（
上
八
坂
）

山
野
地
区

　

口　

ト
ミ
子　
　

94
（
小
木
原
上
中
）

栗
巢　

秋
子　
　
　

85
（
平
出
水
中
央
）

竹
下　

清
人　
　
　

95
（
停
車
場
）

武
田　

秀
人　
　
　

62
（
上
松
）

松
園　

辰
藏　
　
　

76
（
向
江
）

吉
本　

笑
子　
　
　

75
（
平
原
）

羽
月
地
区

井
ノ
上　

ユ
キ
ノ　

103
（
金
波
田
）

須
川　

渉　
　
　
　

76
（
宮
人
）

冨
山　

松
藏　
　
　

95
（
金
波
田
）

前
田　

時
雄　
　
　

84
（
金
波
田
）

前
田　

ト
シ
コ　
　

94
（
山
之
神
）

山
口　

勉　
　
　
　

76
（
駅
前
）

西
太
良
地
区

鶴
丸　

照
男　
　
　

90
（
後
村
）

外
西　

チ
カ　
　
　

93
（
川
西
）

外
西　

護　
　
　
　

78
（
川
西
）

菱
刈
地
区

迫
田　

弘
德　
　
　

86
（
上
市
山
）

⻆
屋
敷　

好
親　
　

91
（
花
北
上
）

　

　
　

　
　

　　  伊佐さわやかあいさつ運動
12 月活動

○羽月西小学校

原　

民
江　
　
　
　

84
（
重
留
西
）

葊
瀨　

ミ
ヨ
子　
　

90
（
下
手
風
呂
元
）

山
下　

ミ
チ
ヱ　
　

88
（
小
路
）

山
本　

政
義　
　
　

101
（
本
町
）

本
城
地
区

木
村　

敦
子　
　
　

96
（
楠
原
下
）

木
村　

玉
江　
　
　

100
（
楠
原
上
）

鮫
島　

マ
サ
子　
　

89
（
町
舟
津
田
上
）

吉
永　

光
法　
　
　

91
（
楠
原
下
）

　 【
今
月
の
表
紙
】

　

11
月
３
日
に
行
わ
れ
た
伊
佐
市
文
化

祭
の
一
コ
マ
で
す
（
さ
く
ら
会
の
日
舞
）。

舞
台
・
展
示
と
も
に
多
く
の
方
々
が
参
加

さ
れ
、
文
化
の
秋
を
満
喫
し
ま
し
た
。　
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広
報
い
さ

　
Ｎ

ｏ
.219　

2018.01.01
■

発
行

／
伊

佐
市

役
所

　
〒

895-2511　
鹿

児
島

県
伊

佐
市

大
口

里
1888

番
地

　
　

　
　

　
　

　
　

         Tel 0995-23-1311　
Fax 0995-22-5344

　
　

　
　

　
http://w

w
w

.city.isa.kagoshim
a.jp/  　

　
info@

city.isa.lg.jp
■

編
集

／
伊

佐
PR

課
     Tel 0995-29-4113　

 ■
印

刷
／

㈱
あ

す
な

ろ
印

刷

　

編
集
後
記

人口のうごき

H29.12. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）
◆ ◆

今
月
号
か
ら
「
食
生
（
レ
シ
ピ
）」
の
連

載
が
終
わ
り
、「
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ａ
式
体
幹
バ
ラ
ン

ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
の
新
連
載
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
体
幹
が
鍛
え
ら
れ
る
の
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
養
わ
れ
、

体
力
や
集
中
力
も
上
が
る
な
ん
て
一
石
四
鳥

ぐ
ら
い
の
お
得
感
で
す
。

伊
佐
Ｐ
Ｒ
課
も
毎
朝
欠
か
さ
ず
３
つ
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。
私
は
始
め
た

頃
、
よ
く
ふ
ら
つ
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
で

は
楽
々
と
バ
ラ
ン
ス
を
保
て
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
一
昨
年
か
ら
は
指
定
の
小
・
中
学

校
で
も
実
施
さ
れ
、
体
力
や
集
中
力
で
効
果

が
見
ら
れ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
（
広
報

い
さ
平
成
28
年
8
月
1
日
号
掲
載
）。

自
分
の
健
康
の
た
め
に
、
一
日
に
た
っ
た

数
十
秒
で
も
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
毎

日
の
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ａ
ト
レ
で
、
２
０
１
８
年
を
元

気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！総人口　26,594 人　  （－       49）

　男　　12,344 人　  （－       33）
　女　　14,250 人　  （－       16）
世帯数　13,610 世帯  （－       20）
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　このコーナーでは、「お
便り」や「写真」をお待ち
しています。

【投稿について】
◆お便りは 200 文字以内。
　写真は１枚につき 50 文
　字以内。（文章は、必要
　に応じて添削します）
◆住所・氏名・年齢・電話
　番号・ペンネーム（記入
　がない場合イニシャルで
　掲載）を記入の上、ご投
　稿ください。
◆投稿は、はがき・封書・
　ＦＡＸ・メールまたは直
　接伊佐ＰＲ課（大口ふれ
　あいセンター２階）へ
◆締切は、毎月 10 日
※営利目的や個人、団体を
　批判・中傷するような内
　容は掲載できません。
※紙面の都合上、掲載でき
　ないこともあります。
◆投稿者の中から抽選でプレゼ
　ントが当たります。当選者の
　発表は商品の発送をもってか
　えさせていただきます。

【投稿・問い合わせ先】    
〒８９５－２５１１　
伊佐市大口里２８４５番地２
伊佐ＰＲ課

「和みのひろば」係
☎�４１１３

㉒９４２０
koho@city.isa.lg.jp

２
月
号
のプレ

ゼ
ン
ト

（特産協会提供）

熊
本
に
居
る
妹
が
我
が
家
に
来
た
時
に
伊
佐
市

の
ゴ
ミ
収
集
袋
を
見
て
、「
わ
あ
、
可
愛
い
ね
」

と
言
い
ま
し
た
。

そ
う
言
え
ば
街
の
ゴ
ミ
収
集
場
所
を
見
て
も
嫌

な
感
じ
が
し
な
い
の
で
す
。
き
ち
ん
と
守
ら
れ
て

出
し
て
あ
り
ま
す
し
、
見
た
目
も
可
愛
い
の
で
す
。

ゴ
ミ
収
集
袋
が
伊
佐
市
の
為
に
、
と
て
も
役
立

っ
て
い
る
こ
と
が
と
て
も
良
い
で
す
ね
。

（
山
野　

ゆ
き
え
ち
ゃ
ん　

50
代
）

先
日
、
大
農
林
館
祭
り
に
行
っ
た
際
、
初
め
て

鹿
肉
の
ハ
ッ
シ
ュ
ド
デ
ィ
ア
と
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を

食
べ
ま
し
た
。
美
味
し
い
う
え
に
、
ジ
ビ
エ
の
こ

ん
な
活
用
法
が
あ
っ
た
と
は
！
と
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
今
度
知
人
か
ら
ジ
ビ
エ
を
貰
っ
た
ら
真
似

し
て
作
っ
て
み
よ
う
か
な
。

他
に
も
ピ
ザ
や
黒
豚
も
食
べ
て
、
加
工
品
も
買

え
て
、
大
満
足
で
し
た
。

（
大
口　

さ
と
み
ん　

40
代
）

　

ゆ
き
え
ち
ゃ
ん
さ
ん
、
可
愛
い
袋
だ
と
捨
て
る

の
が
も
っ
た
い
な
く
な
り
ま
す
ね
。ご
み
の
分
別
・

減
量
も
頑
張
れ
そ
う
で
す
。

奥さつましずく
西本園のお茶

（100g）

　いたずらっ子で甘えん坊の
我が家の愛犬です。いつも元
気いっぱいで癒されます。
（山野　キウイ好き　40 代）




